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４
月
15
日
（木）
か
ら
平
日
（
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど
を
除

く
）
の
利
用
に
限
り
、
５
０
０

円
（
中
学
生
以
上
の
入
浴
料

金
）
で
入
浴
で
き
る
市
民
割
引

を
実
施
し
ま
す
。
入
浴
券
売
機

で
市
民
専
用
の
入
浴
券
を
購
入

し
、
湯
上
り
ロ
ビ
ー
の
温
泉
カ

ウ
ン
タ
ー
で
、
購
入
し
た
入
浴

券
と
一
緒
に
市
民
で
あ
る
こ
と

が
証
明
で
き
る
も
の
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
（
証
明
で
き
る
も

の
の
提
示
が
な
い
場
合
に
は
割

引
さ
れ
ま
せ
ん
）
。

　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
と
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
に
加

入
の
方
は
、
今
ま
で
ど
お
り
、

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど
の

割
引
券
の
利
用
﹇
大
人
（
中
学

生
以
上
）
６
０
０
円
、
小
学
生

２
０
０
円
﹈
が
で
き
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
実
施
日
　
４
月
15
日
（木）
か
ら

▽
割
引
内
容
　
入
浴
料
大
人

　
（
中
学
生
以
上
）
８
０
０
円

　
の
と
こ
ろ
５
０
０
円
に
割
引

　
（
小
学
生
は
対
象
外
）

▽
割
引
対
象
日
　
月
曜
日
か
ら

　
金
曜
日
ま
で
（
土
曜
日
・
日

　
曜
日
、
祝
日
、
８
月
13
日
か

　
ら
16
日
ま
で
の
間
、
１
月
１

　
日
か
ら
４
日
ま
で
の
間
は
割

　
引
し
ま
せ
ん
。
）

▽
割
引
対
象
者
　
あ
き
る
野
市

　
民
（
障
が
い
者
割
引
、
回
数

　
券
の
利
用
者
は
対
象
外
）

▽
問
合
せ
　
商
工
観
光
課
観
光

　
推
進
係
（
直
通
５
５
８
・
１

　
８
９
３
）

　
議
場
で
の
本
会
議
の
模
様
を

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
現
在
、
３
月

定
例
会
の
本
会
議
の
模
様
を
配

信
中
で
す
。

　
あ
き
る
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
:/
/
w
w
w
.c
ity
.a

k
iru
n
o
.to
k
y
o
.jp
/

）
の

「
あ
き
る
野
市
議
会
」
か
ら

「
本
会
議
録
画
中
継
」
を
検
索

し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
議
会
事
務
局

　
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
た

め
、
平
成
20
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
副
市

長
と
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

料
月
額
を
５
　
減
額
し
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
を
引
き
続
き
平
成

23
年
９
月
30
日
ま
で
延
長
し
、

市
長
と
同
じ
期
間
、
減
額
し
ま

す
。
な
お
、
市
長
は
給
料
月
額

を
10
　
減
額
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
職
員
課
人
事
給
与

　
係
（
直
通
５
５
８
・
１
３
３

　
４
）

　
サ
ク
ラ
が
元
気
一
杯
に
開
花

し
ま
し
た
。
桜
色
に
染
め
ら
れ

た
入
学
式
・
入
園
式
は
、
こ
の

季
節
の
華
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
と
り
わ
け
幼
児
の
入
園
式

の
光
景
は
喜
び
に
つ
つ
ま
れ
て

い
て
、
親
に
手
を
引
か
れ
る
小

さ
な
姿
は
と
て
も
ほ
ほ
え
ま
し

く
見
え
ま
す
。

　
さ
て
、
新
年
度
を
迎
え
、
新

た
な
思
い
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
は
あ
き
る

野
市
合
併
市
制
15
周
年
の
記
念

す
べ
き
年
で
す
。
厳
し
い
経
済

環
境
の
中
に
あ
り
ま
す
が
、
今

日
ま
で
渾
身
の
努
力
が
払
わ
れ

て
き
た
こ
と
を
思
え
ば
、
如
何

な
る
困
難
が
あ
ろ
う
と
も
乗
り

越
え
て
行
く
覚
悟
で
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
の
持
つ

地
域
資
源
を
最
大
限
生
か
す
政

策
を
立
て
、
推
進
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
新
年
度

予
算
で
は
、
そ
の
一
つ
に
歴
史

と
伝
統
に
育
ま
れ
た
地
域
文
化

を
探
り
、
こ
の
地
域
を
知
る
た

め
の
手
立
て
と
し
て
五
日
市
物

語
の
製
作
を
し
ま
す
。
秋
川
沿

い
に
生
活
を
営
ん
で
き
た
祖
先

の
愛
情
と
努
力
に
よ
る
成
果
が

神
社
・
仏
閣
や
公
共
の
都
市
施

設
な
ど
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
民
衆
の
英
知
に
よ
る

五
日
市
憲
法
や
ミ
エ
ゾ
ウ
の
化

石
も
採
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、
自
然
資
源
に
目
を
向
け
れ

ば
、
市
域
の
60
　
を
占
め
る
森

林
が
あ
り
ま
す
。
環
境
の
時
代

に
意
識
が
深
ま
る
今
日
、
防
災

な
ど
多
様
な
機
能
を
持
つ
森
づ

く
り
の
必
然
性
を
強
く
感
じ
ま

す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
遊
ん
だ
鎮

守
の
森
で
す
が
、
神
戸
の
震
災

の
際
の
話
に
「
鳥
居
が
傾
き
、

建
物
が
ぺ
し
ゃ
ん
こ
に
な
っ
て

焼
失
し
て
い
た
の
に
、
鎮
守
の

森
の
常
緑
樹
は
一
本
も
倒
れ
な

か
っ
た
。
そ
し
て
広
が
る
火
を

止
め
て
葉
は
焼
け
て
も
、
避
難

し
た
人
た
ち
を
守
っ
た
。
」
と

あ
り
ま
す
。
環
境
保
全
の
た
め

の
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
を
市

民
と
協
働
で
進
め
る
こ
と
は
地

域
力
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
地

域
の
活
性
化
と
も
結
び
つ
く
も

の
で
す
。
そ
し
て
子
ど
も
た
ち

に
は
、
ど
う
す
れ
ば
愛
す
る
ふ

る
さ
と
を
持
て
る
か
を
教
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
う
の
で
す
。

副
市
長
と
教
育
長
の

給
料
減
額
期
間
を
延
長

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト

表　市の組織改正の内容

改　正　前 改正の内容など改　正　後

都市整備部都市整備部

健康福祉部健康福祉部
健康課
・母子保健係
・予防係

健康課
・母子・予防係

環境経済部

環境の森推進室
（新設）

総務部総務部

情報システム課
・情報システム係

総務課
・法規係

教育委員会事務局
教育部

教育委員会事務局
教育部

教育総務課
・教育総務係
・教育施設係

教育総務課
・教育総務係
・教育施設係
・学務係

建設課
・管理係
・土木係
・用地係
・地籍調査担当

下水道課
・管理係
・工務係
・排水設備係

水道課（廃止）
・庶務係
・工務係

建設課
・土木係
・用地係
・地籍調査係

管理課（新設）
・管理係

下水道課
・管理係
・業務係

指導・学務課
・指導係
・教職員係
・学務係

指導室
・指導係
・教職員係

国体準備室
（新設）

　第68回国民体育大会の開催準備をす
るため、国体準備室を設置しました。

　学務係を教育総務課に移行し、名
称を指導室としました。

　効率的な事務の執行体制を整備す
るため、指導・学務課の学務係を教
育総務課に移行しました。
　また、教育施設係の事務は、総務
部施設営繕課施設営繕係の職員が兼
務により担当することとしました。

　東京都との協定に基づく水道事業
の受託業務の廃止に伴い、水道課を
廃止しました。

　効率的な事務の執行体制を整備す
るため、工務係と排水設備係を統合
し、業務係としました。

　建設課を建設課と管理課に分割し、
建設課は、土木係、用地係、地籍調
査係（地籍調査担当を名称変更）の
３係としました。
　また、管理課管理係は、これまで
の管理係の事務に加え、環境課環境・
緑化係が所管していた次の事務と土
地開発公社に関する事務を担当する
こととしました。
・公園の管理に関すること。
・民間遊び場に関すること。

　効率的な事務の執行体制を整備す
るため、母子保健係と予防係を統合
して母子・予防係としました。

　「郷土の恵みの森構想」の実現に
向けて各種事業を実施するため、環
境の森推進室を設置しました。

　効率的に事務を執行するため、情
報システム課情報システム係の次の
事務を総務課法規係に移行しました。
・個人情報の管理に関すること
・個人情報保護審議会に関すること

　市では、行政事務のより一層の効率化を推進するため、表の
とおり組織などを改正しました。
○問合せ　企画政策課（直通５５８－１２６１）

　
東
京
都
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
で
は
、
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
健
康
増
進
の
た
め
、

次
の
温
泉
施
設
の
割
引
利
用
券

（
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
有

効
）
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

▽
秋
川
渓
谷
瀬
音
の
湯

　●

営
業
時
間
…
午
前
10
時
〜
午

　
後
10
時

　●

定
休
日
…
３
、
６
、
９
、
12

　
月
の
第
２
水
曜
日

　●

問
合
せ
…
☎
５
９
５
・
２
６

　
１
４

▽
檜
原
温
泉
セ
ン
タ
ー
数
馬
の

　
湯

　●

営
業
時
間
…
午
前
10
時
〜
午

　
後
８
時
（
土
曜
・
日
曜
日
、

　
祝
日
は
午
後
９
時
ま
で
）

　●

定
休
日
…
月
曜
日
（
祝
日
の

　
場
合
は
翌
日
火
曜
日
）

　●

問
合
せ
…
☎
５
９
８
・
６
７

　
８
９

▽
奥
多
摩
温
泉
も
え
ぎ
の
湯

　●

営
業
時
間
…
午
前
９
時
30
分

　
〜
午
後
８
時
（
７
月
か
ら
９

　
月
ま
で
の
間
は
午
後
９
時
30

　
分
ま
で
、
12
月
か
ら
３
月
ま

　
で
の
間
は
午
後
７
時
ま
で
）

　●

定
休
日
…
月
曜
日
（
祝
日
の

　
場
合
は
翌
日
火
曜
日
）

　●

問
合
せ
…
☎
０
４
２
８
・
82

　
・
７
７
７
０

▽
生
涯
青
春
の
湯
つ
る
つ
る
温

　
泉

　●

営
業
時
間
…
午
前
10
時
〜
午

　
後
８
時

　●

定
休
日
…
火
曜
日
（
祝
日
の

　
場
合
は
翌
日
水
曜
日
）

　●

問
合
せ
…
☎
５
９
７
・
１
１

　
２
６

▽
割
引
後
の
利
用
料
金
　

　●

つ
る
つ
る
温
泉
…
大
人
（
中

　
学
生
以
上
）
６
０
０
円
、
小

　
学
生
２
０
０
円

　●

数
馬
の
湯
・
も
え
ぎ
の
湯
…

　
大
人
（
中
学
生
以
上
）
４
０

　
０
円
、
小
学
生
２
０
０
円

※
瀬
音
の
湯
の
割
引
は
、
上
記

　
に
掲
載
の
「
秋
川
渓
谷
瀬
音

　
の
湯
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
」

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
配
布
枚
数
　
１
回
に
つ
き
１

　
世
帯
１
枚
（
１
枚
で
３
人
ま

　
で
入
場
で
き
ま
す
。
）

※
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
配
布
場
所
　
保
険
年
金
課
、

　
五
日
市
出
張
所
、
五
日
市
フ

　
ァ
イ
ン
プ
ラ
ザ
（
五
日
市
フ

　
ァ
イ
ン
プ
ラ
ザ
は
火
曜
・
木

　
曜
・
金
曜
日
の
午
前
９
時
か

　
ら
午
後
５
時
ま
で
）

※
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

　
の
瀬
音
の
湯
の
割
引
利
用
券

　
配
布
場
所
も
同
様
で
す
。

▽
問
合
せ
　
保
険
年
金
課
国
保

　
係
（
直
通
５
５
８
・
１
６
６

　
４
）

　
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い

る
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き

に
は
、
申
請
に
よ
り
葬
祭
費
が

助
成
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
び
額

の
改
定
が
あ
り
、
３
万
円
か
ら

５
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
４
月
１
日
以
降
の
分
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。

　
被
保
険
者
証
の
返
還
時
な
ど

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
保
険
年
金
課
国
保

　
係
（
直
通
５
５
８
・
１
６
６

　
４
）

国
保
な
ど
葬
祭
費
の

助
成
額
が
変
わ
り
ま
し
た

国
民
健
康
保
険

温
泉
施
設

　
割
引
利
用
券
を

　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

パ
ー
セ
ン
ト

こ
ん
し
ん

は
ぐ
く

い
　
か


